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９月２６日幹事会及び記者会見の御報告 

 

                            日本学術会議事務局 

 

 平素より大変お世話になっております。 

 ２０２５年９月２６日、第３９２回幹事会を開催するとともに、記者会見を行いました。

今回の幹事会では、各種委員会・分科会の委員、公開シンポジウム等について決定しました。 

 記者会見では、冒頭の光石衛会長の発言（下記のとおり）におきまして、法人化の準備状

況、学術フォーラム「米国科学技術の転換、その影響を考える」の開催について御説明いた

しました。 

 幹事会資料及び記者会見で配布した資料は、日本学術会議のホームページに掲載しており

ます。 

 

○第３９２回幹事会（９月２６日）資料 

 https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/siryo392.html 

 

○第２６期幹事会記者会見資料（９月２６日） 

 https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/kisyakaiken.html 

 

---------------------------------------------------------------------- 

○記者会見冒頭の光石衛会長の発言 

【法人化の準備状況について】 

 先月８月 29 日に設置した「日本学術会議法人化準備委員会」につきましては、先日、委

員を決定しました。委員については、幹事会資料としてホームページで公表していますので、

ご覧ください。 

 今後速やかに組織体制等について検討を進めるべく、現在、第１回の開催日程を調整して

いるところです。具体的なスケジュールや検討事項につきましては、今後開催する法人化準

備委員会において検討してまいります。 

 また、初回の会員予定者の選考に関する、宮園 CSTI 有識者議員と佐々木 日本学士院長

との協議につきましては、９月 17 日に３回目の協議を行い、候補者選考委員の候補者につ

いて議論しました。 

 

【学術フォーラム「米国科学技術の転換、その影響を考える」開催のお知らせ】 

 続きまして、学術フォーラムの開催についてお知らせします。 

https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/siryo392.html
https://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kanji/kisyakaiken.html


 来週 10 月５日（日）の 13 時～17 時に、日本学術会議講堂において、学術フォーラム「米

国科学技術の転換、その影響を考える」を開催いたします。 

 本フォーラムでは、米国の科学技術政策のこれまでを俯瞰した上で、日本と世界の科学技

術・学術研究が受けるインパクトを洞察し、日本の研究が備えるべき視点を考察することと

しています。 

 どなたでも無料でご参加いただくことができ、日本学術会議講堂のほか、オンラインでも

ご視聴が可能ですので、ぜひご参加ください。 

 

【その他の公開シンポジウム等】 

 今後の公開シンポジウム等の開催予定については、日本学術会議のウェブサイトに掲載し

ておりますので御覧いただければと思います。  

---------------------------------------------------------------------- 


